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伊勢市の情報をお届けします

広報

　さまざまな国の文化に触れることができるイベントです。
　皆さん、国際交流を始めてみませんか。

市民交流課内・伊勢市国際交流フェスティバル実行委員会　
（☎２１-５５４９　 ２１-５６４２）

伊勢市国際交流フェスティバル
第２回

と　き  3月5日㈰
　　　　　10：00～ 15：30

ところ  ハートプラザみその

※イベントの一覧は、２ページをご覧ください。
　また、市のホームページにも掲載しています。

多目的ホール

福祉センター
駐車場（南側）

　　　　13:45 ～
伊勢市公演　第２弾！
世界をめぐる感動の映像と音楽！
・「地球のステージ」

〔ブース展示〕10:00 ～
・中国茶当てクイズ ほか

11:00 ～ 13:15

・食でひとくち国際交流
～スタンプラリーで外国料理を味わおう！～
　（数量限定・当日先着順）

〔ブース展示〕10:00 ～
・バルーン×バルーン
　　　（バルーンアート）ほか

〔展示〕10:00 ～
・「ボズウイ」展示
中央アジアの山岳国キルギス
の移動式テント
※雨天中止。

　　　〔ワークショップ〕10:20 ～
・アフリカのお話＆ガーナの
　ビーズでしおり作り ほか
　（対象：小学生以上・当日先着 20 人）

ボズウイ

▲

伊勢市国際交流フェスティバル 検 索

ステージ

1階
ロビー

2階
保健会議室

ホワイエ

※演出上の都合により、途中入退場はできません。



多
目
的
ホ

ー

ル

ステージ

10:00 ～　　　
開会式 
◦歌と所作遊び（ラボ国際交流センター）

13:45 ～ 15:15
（開場は 13:15）

伊勢市公演　第２弾！ 
世界をめぐる感動の映像と音楽！
◦「地球のステージ」
　（桑山紀彦さん・NPO 法人 地球のステージ 代表理事）
　※演出上の都合により、途中入退場はできません。

15:15 ～ 15:30 お楽しみ抽選会・閉会のあいさつ
　※「地球のステージ」の参加者が対象です。

ホワイエ 10:00 ～ 15:30

〔ブース展示〕 
◦中国茶当てクイズ（伊勢市国際交流協会） 
◦ホームステイ写真展（ヒッポファミリークラブ） 
◦世界の子どもたちの笑顔（三重県ユニセフ協会） 
◦体験＆知ることから始める国際協力（JICA 三重県デスク） 
◦伊勢志摩サミット応援しました！！（志摩市国際交流協会）

10:00 ～ 15:30

〔ブース展示〕 
◦外国を知ろう！（伊勢市国際交流協会） 
◦国旗当てクイズ（三重県多文化共生課） 

◦“E
エ ク ス ペ リ エ ン ス

xperience P
フ ィ リ ピ ン ズ

hilippines” 
　　～フィリピンを体験しよう！～（三重県国際交流財団） 
◦バルーン×バルーン（タバタムツミ）

10:30 ～ 11:30

〔ワークショップ〕 
◦ゲームとクイズで、せかいとともだち！ワークショップ 
　〔対象：子ども～大人（幼児は保護者同伴）・当日先着 50 人〕
　（ヒッポファミリークラブ）

10:20 ～ 11:30
〔ワークショップ〕 
◦アフリカのお話＆ガーナのビーズでしおり作り 
　〔対象：小学生以上・当日先着 20 人〕（JICA 三重県デスク）

11:40 ～ 12:30
〔ワークショップ〕 
◦ラボ国際交流体験報告（ラボ国際交流センター）

駐車場
（南側）

10:00 ～ 15:30
〔展示〕 
◦中央アジアの山岳国キルギスの移動式テント「ボズウイ」展示 
　（JICA 三重県デスク）※雨天中止。

11:00 ～ 13:15
◦食でひとくち国際交流 
　～スタンプラリーで外国料理を味わおう！～
　（数量限定・当日先着順）

1 階
ロビー

福
祉
セ
ン
タ
ー

2 階
教養娯楽室

2 階
保健会議室

バルーンアート

▲

民族衣装

▲

〔主催〕伊勢市国際交流フェスティバル実行委員会
（伊勢市国際交流協会、公益財団法人 ラボ国際交流センター、一般財団法人 言語交流研究所ヒッポファミリークラブ、
 三重県ユニセフ協会、公益財団法人 三重県国際交流財団、独立行政法人 国際協力機構中部国際センター〔ＪＩＣＡ中部〕、三重県）

〔協力〕皇學館大学レクリエーション部

伊勢市国際交流フェスティバル

イベントのご案内
第２回

と　き 　３月５日㈰、10:00 ～ 15:30
ところ 　ハートプラザみその
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手
話
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や

手
話
体
験
講
座
な
ど
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
幅
広
い

年
齢
層
の
人
た
ち
が
、
地
域
の

聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
共
に
学

び
、
交
流
す
る
場
で
す
。
対
話

と
交
流
を
大
事
に
し
な
が
ら
み

ん
な
で
学
び
合
う
関
係
を
築
き
、

聞
こ
え
な
い
人
の
暮
ら
し
を
知

り
、
お
互
い
を
知
り
合
う
こ
と

が
、
つ
な
が
り
、
伝
わ
る
こ
と

に
結
び
付
き
ま
す
。
聞
こ
え
な

い
人
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な

※�

手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢･
障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
⑪

「
久
し
ぶ
り
」

手
話
を
学
ぶ
場

第11回両
手
の
指
の
背
を
合
わ

せ
た
状
態
か
ら
、
左
右

に
引
き
離
し
ま
す
。

場
面
で
活
躍
し
て
い
る
手
話
通

訳
者
の
多
く
は
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
中
で
育
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
広
報
い
せ
」
２
月

１
日
号
の
29
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
た
手
話
体
験
講
座
で
も
基

本
的
な
手
話
が
学
べ
ま
す
。

　
手
話
に
関
心
を
持
っ
た
人
は
、

ぜ
ひ
サ
ー
ク
ル
や
講
座
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
手
話
を

学
ぶ
と
、
い
つ
の
間
に
か
顔
の

表
情
や
身
振
り
が
豊
か
に
な
り

ま
す
よ
。

市のホームページで
手話動画を見ること
ができます。
みんなで手話 検 索

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

～
障
害
者
差
別
解
消
法
や
成
年
後
見
制
度
な
ど
～

シンボルマーク

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
家
族
が
担
っ

て
き
た
役
割
を
少
し
ず
つ
地
域

に
託
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
回
の
講
演
で
は
、
そ
の

た
め
に
は
市
民
・
企
業
・
行
政

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何

を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、「
親

亡
き
後
」
の
課
題
を
抱
え
る
家

族
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

支
え
る
仕
組
み
の
一
つ
で
あ
る

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
も
考

え
ま
す
。

と　き 	３月18日㈯
	 13時～ 16時（開場は12時30分）

ところ 	ハートプラザみその
	 多目的ホール

定　員 	300人（先着順）

申し込み 	 ３月10日㈮までに、氏名・連絡先・配慮が
	 	必要な事項を、電話・ファクス・Ｅメールで同課
（ kousyo@city.ise.mie.jp）へ
	 ※要約筆記・手話通訳あり。

講演（90分）

障がい者サポーター研修会（75分）

「みんなで考えよう！
	 誰もが暮らしやすいまちづくり」

貴島 日出見さん
（鈴鹿医療科学大学	保健衛生学部	教授）

内　　　容

第２部

第１部

◦障がいのある人を取り巻く状況や
　サポーター制度の説明
◦障がいについて理解を深めよう
　（DVDの視聴など）
◦あいさつなどの簡単な手話を覚えよう
※サポーター登録への協力をお願いします。
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高齢･障がい福祉課
☎２１－５５５８ ２０－８５５５

シリーズ障がい

障がいを
理解しよう！

第10回

　
本
人
の
怠
慢
や
し
つ
け
、
育

っ
た
環
境
が
原
因
で
は
な
く
、

生
ま
れ
つ
き
の
障
が
い
で
あ
り
、

そ
の
症
状
が
発
達
期
に
現
れ
る

こ
と
や
、
生
涯
に
わ
た
る
こ
と

が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
見
で
は
分
か
り
に

く
い
た
め
、
周
囲
か
ら
誤
解
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

◦
そ
の
人
の
個
性
や
発
達
の
状

況
、
年
齢
、
生
活
環
境
な
ど

で
、
症
状
は
異
な
り
ま
す
。

◦
適
切
な
療
育
や
教
育
に
よ
っ

て
状
態
が
改
善
さ
れ
、
自
立

し
た
社
会
生
活
を
送
っ
た
り
、

長
所
を
生
か
し
て
社
会
で
活

躍
し
た
り
す
る
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
発
達
障
が
い
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
は
、
脳
機
能
が

成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。　

声を掛けるとき
■笑顔でゆっくり、優しい口調で声

を掛けましょう
■非常に過敏な人もいるので、突然

体に触れず、まずは　　　　　　
声を掛けましょう

話や説明をするとき
■目を見てゆっくり、丁寧に、短い

言葉で、その人がどうすればいい
のかが分かるように具体的に話し
ましょう

■２つ以上の行動を同時に説明する
と、混乱することがあります。１つ
ずつ伝えるようにしましょう

■否定的な言動に過敏な人が多いの
で「○○しない」ではなく「△△しま
しょう」と、肯定的な言葉を掛けま
しょう

学校や会社などで
■スケジュールや手順を目に見えるよ

うにすると、見通しが立てられ、ス
ムーズに行動することができます

■叱り付けたり責めたりしても、適
切な行動は学べず、二次障がい（不
登校、ひきこもりなど）を引き起こ
す可能性があります。相手の正面
から、穏やかな口調で声を掛けま
しょう

災害などの緊急時には
■環境の変化に過敏な場合が多く、

不安から奇妙な行動をしたり、働
き掛けに強い抵抗を示したりする
ことがあります。やってほしいこ
とを具体的に穏やかな声で話しま
しょう

■大勢の人がいる場所が苦痛で、避
難所の中にいられない
ことがあります。居場
所への配慮とご理解を
お願いします

サポートするときのポイント

発
達
障
が
い
の
一
例

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
人

の
気
持
ち
を
察
し
た
り
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
を
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
苦
手
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
な
か

っ
た
り
、
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ

る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
注
意
力
と
集
中
力
に
欠
け
た

り
、
多
動
性
（
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
）
や
衝
動
性
（
考
え

ず
に
行
動
し
て
し
ま
う
）
が
見

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

特
徴
に
よ
っ
て
、
勉
強
や
仕
事

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
短
期
記
憶
が
苦
手
な

た
め
、
今
言
わ
れ
た
こ
と
を
す

ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
、
忘
れ
物

が
多
い
な
ど
の
特
徴
も
見
ら
れ

ま
す
。

　
知
的
発
達
に
遅
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
読
む
・
書
く
・
計
算

す
る
・
聞
く
・
話
す
・
推
論
す

る
と
い
っ
た
学
習
に
必
要
な
能

力
の
う
ち
、
１
つ
ま
た
は
複
数

の
力
を
う
ま
く
使
え
な
い
た
め

に
、
学
習
面
で
困
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

（
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー 

　

症
候
群
な
ど
）

注
意
欠
陥
／
多
動
性

障
が
い（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
）

学
習
障
が
い（
Ｌ
Ｄ
）
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その他
5.5%

利用したい
26.6%

利用したいが利用できない
53.3%

利用
したくない
9.8%

その他
10.4%

職場に迷惑が掛かる
40.7%

利用できる
雰囲気ではない
30.5%

昇進などに影響する
8.1%

経済的な
面から
15.3%

市民交流課（☎２１-５５１３　 ２１-５６４２）

　一人一人が生き生きと輝ける社会（男女共同参画社会）を形成するためには、
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現が不可欠です。
　今年度は、みんなが幸せになるためのパパの働き方について考えていきます。

　
世
の
中
、
だ
ん
だ
ん
「
パ
パ

も
子
育
て
し
て
当
た
り
前
」
の

風
潮
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
実
際
に
は
、
育
児
に

関
わ
り
た
い
、
イ
ク
メ
ン
に
な

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ

て
も
、「
仕
事
に
支
障
が
出
て

は
困
る
」「
周
り
の
目
が
気
に

な
る
」
と
い
う
パ
パ
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

　
近
頃
は
、
パ
パ
マ
マ
教
室

で
沐も

く
よ
く浴

を
習
う
の
で
、
沐
浴

の
上
手
な
パ
パ
が
多
い
よ
う

で
す
。
生
ま
れ
る
前
か
ら
勉

強
す
れ
ば
、
早
く
パ
パ
ス
イ

ッ
チ
が
入
る
の
で
す
ね
。

　
積
極
的
に
育
児
に
関
わ
り
、

な
る
べ
く
ス
キ
ル
（
能
力
）

に
差
が
出
な
い
よ
う
に
す
る

と
良
い
で
す
ね
。

　
パ
パ
の
中
に
は
、
育
児
休

業
の
制
度
そ
の
も
の
を
知
ら

な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
ま
ず
は
、
職
場
の
制
度
を

調
べ
て
、
同
僚
や
上
司
に
協

力
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
長
い
育
児
期
間

は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
職
場
の
人
た
ち

の
理
解
を
得
な
が
ら
乗
り
切

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
同
僚
や
上
司
に
妻
や
子
ど

も
を
会
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

面
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
自
然
と
情
が
湧
き
、
パ
パ

は
休
み
が
取
り
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
諦
め
モ
ー
ド
の
パ

パ
も
、
ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
育
児
に
よ
っ

て
時
間
に
制
約
が
で
き
る
こ
と

は
一
見
不
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
人
は
制
約
が
あ
る
か
ら
こ

そ
知
恵
を
絞
り
、成
長
し
ま
す
。

　
特
に
、
新
生
児
の
育
児
は
と

て
も
大
変
で
す
。
育
児
は
24
時

間
体
制
で
、
合
間
に
他
の
家
事

を
し
、
自
分
の
食
事
も
取
り
ま

す
。
子
ど
も
の
就
寝
中
な
ど
も

待
機
時
間
と
な
る
の
で
、
自
分

の
自
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
育
児
を
経
験
す
る

と
視
野
が
広
が
り
、
人
間
力
が

向
上
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
面
よ

り
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
高
い
の

で
す
。「
子
ど
も
を
見
守
る
」

こ
ん
な
す
て
き
な
期
間
限
定
の

仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、妻
へ
の
気
遣
い
と
、

育
児
を
通
し
た
体
験
の
共
有
が

家
族
を
円
満
に
し
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
長
期
的
な
休
み
と
捉
え
が

ち
で
す
が
、短
時
間
勤
務（
※
１
）

や
短
日
勤
務（
※
２
）も
該
当
し

ま
す
。
パ
パ
が
家
庭
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
る
と
、
マ
マ

の
心
が
安
定
し
、
子
育
て
の

環
境
が
良
く
な
り
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
ず
、
多
様
な

育
休
が
取
れ
る
社
会
に
な
る

と
良
い
で
す
ね
。

イクメンへの道！パパスイッチは早く入れよう

今日は大事な
用件があるの。
早く出社

しなくちゃ！

ありがとう！

復帰したばかり
なのに大変だね。
僕は短時間勤務
だから、家事は
任せて！

㉘

パ
パ
で
あ
る
こ
と
を
楽
し
む
と

 

家
族
が
笑
顔
に
！

※
１
…
１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮

※
２
…�

週
ま
た
は
月
の
所
定
労
働
日
数

を
短
縮

（男女共同参画に関する伊勢市民アンケート〔平成24年4月調査〕より作成）
※算出上の端数があるため、合計が100％にならないことがあります。

育児・介護休業についてどう思うか？（対象者：男性 338人）

出
産
後

妊
娠
中
・
出
産
後

育
休
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広
告有料広告募集中

※ これらの広告は企業広告であり、市が広告主や
商品などを推奨するものではありません。

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは、
広報広聴課（☎ 21 ー 5515　 22 ー 9699）へ
問い合わせるか、市のホームページをご覧ください。

1

　
む

      

ら
　

11

　
む

      

ら
　

メダカの生息調査

地域住民による芋掘り体験

草刈り・清掃作業

住
所　
鹿
海
町
９
９
４

－

１

　
清
流
五
十
鈴
川
の
左
岸
、
鹿

海
町
の
農
地
85
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

守
る
当
組
織
は
、
あ
ら
ゆ
る
年

代
が
参
加
す
る
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加

す
る
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
や
メ
ダ

カ
の
生
息
調
査
を
通
じ
て
、
鹿

海
町
の
自
然
の
豊
か
さ
を
知
り
、

そ
れ
を
守
る
意
識
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
水
路

補
修
や
除
草
を
行
い
、
農
業
環

境
の
整
備
も
重
要
な
活
動
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
所　
小
木
町
３
０
２

　
平
成
27
年
に
設
立
し
た
当
組

織
は
、
市
内
で
は
一
番
新
し
い

活
動
組
織
で
す
。

　
設
立
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、

研
修
会
や
説
明
会
へ
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
小
木
町
内

の
38
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
と

水
路
な
ど
の
保
全
や
管
理
を
行

う
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
メ
ン
バ
ー
で
勉
強
し
、

知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
こ
つ
こ

つ
と
農
業
を
守
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

住
所　
西
豊
浜
町
１
７
０
２

　
西
豊
浜
町
に
広
が
る
２
３
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
保
全
管

理
を
行
う
当
組
織
は
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
活

　
今
回
紹
介
す
る
組
織
は
、
西
豊
浜
町
の
「
上
区
資
源
環
境
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、鹿
海
町
の「
鹿
海
町
農
地・水
保
全
活
動
組
織
」、

小
木
町
の「
小
木
町
農
地
管
理
会
」で
す
。

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
度
当
初
に
、
研
修
と
そ
の

年
の
活
動
方
針
を
説
明
す
る
こ

と
か
ら
１
年
が
始
ま
り
ま
す
。

農
業
の
基
盤
で
あ
る
水
路
の
補

修
・
点
検
、
泥
上
げ
、
農
道
の

除
草
な
ど
、
全
て
の
活
動
は
住

民
と
の
共
同
作
業
で
す
。

　
ま
た
、
遊
休
農
地
に
植
え
た

芋
を
秋
に
収
穫
し
、
焼
き
芋
に

す
る
こ
と
で
農
業
の
あ
り
が
た

み
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
農
業
を
地
域
住

民
と
一
緒
に
守
っ
て
い
き
た
い
、

そ
う
願
う
代
表
を
中
心
に
、
今

後
も
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

農
林
水
産
課
（
☎
22
―
0
3
7
0　

21
―
５
６
０
５
）

 

小
木
町
農
地
管
理
会

上
区
資
源
環
境
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鹿
海
町
農
地
・

水
保
全
活
動
組
織
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リストランテ・ラ・ミア・ヴィータ 「みえジビエ」にも登録の店

伊勢志摩サミットの国際メディアセンターで活躍した料理長の店

「１日１日、１人１人を大事に」4 月で 10 周年を迎える寿司店

新割烹 柚
ゆ

子
ず

伊な勢

8

　料理長の田中さんは、伊勢志摩サミットの国際メディアセンターで天ぷらを担当し、JAL 国内線のファース
トクラスの機内食をプロデュースした経験の持ち主です。
　伊勢沢

た く

庵
あ ん

と鳥羽の鰆
さわら

を海苔で巻いた「さわたく巻」や、御薗産のかぶらの上に蓮台寺柿のペーストをかけた
料理など、オリジナリティあふれるメニューがあります。中でも、小俣産の茄

な

子
す

を使った「茄子饅
ま ん

頭
じゅう

」は名物
料理です。
　ほとんど県内産の物を使っており、平成５年の創業以来、ずっとこのスタイル
です。料理長に地産地消への思いを聞くと、「伊勢志摩にはこんなに良い物があ
るとお客様に PR したい。また、そうすることで生産者の方々にも喜んでもらい
たい」と話してくれました。

　このシリーズでは、「伊勢市地産地消の店」認定店を紹介します。

　このお店で味わえるのは、新鮮な魚介類をはじめ伊勢志摩の食材が主役のイタリア料理です。
　地元産の物では、豊浜の荒木海産のアサリで、特に３～５月ごろは身がふくふくとしており、爽やかな磯の
香りがいっぱいです。

　また、有滝産の小エビや穴子を使ったパスタ料理もおすすめです。
　「自然の力で育った物にはエネルギーを感じる。その素材が一番おいしい時期に、
持ち味が台無しにならないようダイレクトに味を伝えられれば」という思いで、
シンプルに料理を仕上げることを心掛けて野趣あふれる料理を提供しています。
　野菜や食後の紅茶なども、自然栽培の物を使用。提供しているワインも自然派
の物も取りそろえています。
　伊勢の自然や恵みを感じ、しっかり味わうことができます。

　昭和 28 年ごろに建てられたという民家で、中庭は当時のまま趣のある店内でお寿司をいた
だけます。海苔は開店当時から今一色産の物を使用し、魚介もカレイやコチなど二見町でとれ
る物を使用しています。
　お客さんの声には反応していくようにしている伊な勢。観光客も多く、「地元の物で
構成してほしい」という要望から、伊勢志摩産の物も取り入れるようになったそうです。
　また、開店当初はやっていなかったお昼のランチメニューも、お客さんの要望で２、
３カ月後には始めることとなりました。試行錯誤を重ねたランチメニューは、期間限定
で夜のお値打ちセットとして始めたところ好評で、現在も夜のメニューになっています。
　時間があれば単品料理も。お寿司の他にも松阪牛のあぶりや鳥羽浦村産の殻付牡

か

蠣
き

な
ど、県内自慢の幸をゆっくり楽しむことができます。

住　　所　桜木町 3–3 （☎・ 20–5002）
営業時間　ランチ：11 時 30 分～15 時（ラストオーダーは 14 時）、ディナー：17 時 30 分～22 時（ラストオーダーは 20 時）
　　　　　（定休日：月曜日〔祝日の場合は翌日〕）

住　　所  御薗町長屋 1983–1 （☎ 27–1754　 27–1764）
営業時間　11 時 30 分～14 時 30 分、18 時～21 時 30 分（定休日：火曜日）

住　　所　神久 5 丁目 1–35（☎ 26–0008　 26–0033）
営業時間　 ランチ：11 時 30 分～14 時、ディナー：17 時～21 時 30 分（定休日：月曜日〔不定休あり〕）

農林水産課（☎22–0370　 21–5605）
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医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
患
者
さ
ん
と
医
療
従
事
者

と
の
間
に
思
い
の
食
い
違
い
な

ど
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
双
方

の
思
い
を
対
話
に
よ
り
促
進
し
、

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
医
療

対
話
推
進
者
）
が
双
方
の
意
見

を
聞
き
、
話
し
合
い
の
場
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
問
題
解
決
に

導
き
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
も
、
対
話
で
お
互

い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
紛
争
解
決
や

訴
訟
回
避
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
、
双
方
の
意
思
疎

通
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
図
り
、

患
者
さ
ん
の
思
い
や
行
動
の
全

体
像
を
理
解
す
る
た
め
、ま
た
、

病
院
全
体
で
意
識
の
底
上
げ
を

行
う
た
め
、
日
本
医
療
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
協
会
の
基
本
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
幅
広
い
職
種
・
役

職
の
職
員
に
受
講
さ
せ
る
な
ど
、

患
者
理
解
に
対
す
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
連
携
課
で

は
、
専
任
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
看
護
師
を
常
時
配

置
し
て
、
医
療
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
「
患
者

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切

な
職
種
が
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
立
病
院
と
し

て
、
よ
り
医
療
の
質
・
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
今
後
も
地

域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
23

－

５
１
１
１　

27

－

２
３
１
５
）

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
取
り
組
み

　
心
と
体
が
元
気
に
な
る
運
動

を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
３
月
11
日
㈯
、
10
時
～

12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

の
運
動
実
技
、
心
の
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
の
話

講
師　
藤
原
由
佳
里
さ
ん
（
ヨ

ガ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）　　
　
　
　

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

傷
害
保
険
料
20
円
、

飲
み
物
、
フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　
２
月
15
日
㈬
・
８

時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

と
き　
３
月
17
日
㈮
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分

集
合
場
所　
小
俣
総
合
体
育
館

前対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
小
俣
田
園
コ
ー
ス
（
6.0

㎞
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
雨
天

中
止
）

持
ち
物　

傷
害
保
険
料
10
円
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

　
次
の
期
間
は
測
定
機
器
を
追

加
し
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
す
。

対
象　
最
近
１
年
間
で
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
を
受
け
て
い
な
い

人
（
原
則
１
人
に
つ
き
１
回
）

予
約
枠　
実
施
時
間
中
、
30
分

ご
と
に
５
人
程
度
（
全
155
人
）

申
し
込
み　
２
月
15
日
㈬
・
８

時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

健
康
づ
く
り
通
信

～ 

み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

　
健
康
課
の
共
同
企
画

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

実施日 時間 追加測定機器

３月８日㈬
～10日㈮

10時～16時（予約不要） 肌年齢

10時～16時
（最終受け付けは15時30分）
※�定員の一部を、左記のとお
り事前予約として受け付け
ます。

骨密度（踵
かかと

）
※�素足で測定し
ますので、着
脱可能な服装
でお越しくだ
さい。

　
健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

　
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
～
こ
こ
ろ
も
体
も
健
康
に
～

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
健
康
テ
ラ
ス
の
催
し

 

骨
密
度（
踵
）測
定
の
事
前
予
約
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P

P国
道23号

宮川大橋

豊浜大橋南

高向

宮川IC

豊浜大橋南

高向大社高向大社

高向

御薗小学校

御薗中学校

宮川

ハートプラザ
みその

堤防
道路

堤防
道路

河川敷

宮川IC

宮川を見ながら約1.2㎞

横断歩道がないため、
注意して渡りましょう

歩道橋を渡ります

★1㎞

★3㎞

★4㎞

2㎞★

公民館公民館

堤防道路を上って下り、
宮川の河川敷を歩きます

豊浜大橋に至る前に
堤防方向に曲がります

宮川河川敷コース

他のコースは、市のホームページに掲載しています。 伊勢のまちを楽しくウォーキング 検 索

宮川を見ながらのウォーキング。高低差
はほとんどなく、開放的でとても歩きや
すい。日陰は中間地点の公園と国道23号
の高架下のみのため注意。

ウォーキングルート情報

このコースのエネルギー消費量

体重 1kg 当たり

運動レベル

特　徴

距　離

時　間

歩　数

平均心拍数

楽である

スタート
＆ゴール

約 4.0km
約 50分
約 5,500歩
約 100拍 /分
（最大心拍数の約 50％）

例えば、体重 60kg の人の場合

3.1kcal×60kg ＝ 186kcal

3.1kcal

おにぎり約 1.1 個を
消費したことになります！

※おにぎり1個（100g・具なし）＝168kcalで換算

ウォーキングマップ
No.53

健康課（☎２７-２４３５　 ２１-０６８３）市内のウォーキングコースを紹介�

　ウォーキングは、「いつでも」「誰でも」
「どこでも」気軽にできる健康法です。
　市内の名所や公園などを楽しみながら
歩いてみてはいかがですか。

歩
く
と
き
の
注
意
点

◦
新
た
に
運
動
を
始
め
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
事
前
に
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う

◦
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
無

理
の
な
い
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

◦
食
事
の
直
後
の
運
動
は
避
け
ま

し
ょ
う

◦
動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
で

歩
き
ま
し
ょ
う
（
踵か

か
と

が
極
端
に

高
い
靴
は
履
か
な
い
）

◦
夜
間
は
反
射
タ
ス
キ
や
バ
ン
ド

を
着
け
、
交
通
安
全
に
気
を
付

け
て
歩
き
ま
し
ょ
う

◦
運
動
前
は
準
備
運
動
を
、
運
動

後
は
整
理
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

（
準
備
運
動
は
心
身
を
運
動
に
慣

ら
し
、
整
理
運
動
は
興
奮
し
た

心
身
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
）

◦
適
宜
休
憩
を
入
れ
ま
し
ょ
う（
休

憩
を
入
れ
て
も
効
果
は
同
じ
。
効

果
は
歩
い
た
総
量
で
決
ま
り
ま
す
）

◦
適
宜
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

◦
少
し
き
つ
い
と
感
じ
る
く
ら
い

が
適
し
た
運
動
で
す

一
番
大
切
な
こ
と
は･･･

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
自
分
の
リ

ズ
ム
で
、
周
り
を
見
な
が
ら
、
楽

し
く
、
た
く
さ
ん
歩
く
こ
と
で
す
。
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「
死
」
は
誰
に
で
も
訪
れ
る

も
の
で
す
が
、
い
ざ
親
族
の
死

に
直
面
す
る
と
葬
儀
な
ど
、
戸

惑
う
こ
と
ば
か
り
で
、
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
も
、「
見
積
額
よ
り
実
際
の

請
求
額
が
高
く
な
っ
た
」
と
い

っ
た
、
料
金
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
高

額
な
契
約
で
あ
り
な
が
ら
、
内

容
や
業
者
の
選
択
な
ど
に
つ
い

て
、
十
分
に
検
討
す
る
時
間
が

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
実
問
題
と
し
て
、
病
院
で

亡
く
な
る
人
が
多
く
、
親
族
は

悲
し
む
時
間
も
な
く
、
ご
遺
体

を
速
や
か
に
運
び
出
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ご
遺
体
の
搬

送
や
安
置
の
急
な
手
配
に
迫
ら

れ
、
じ
っ
く
り
と
業
者
選
択
の

検
討
が
で
き
な
い
ま
ま
、
契
約

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
の
料
金
は
安
く

て
も
、
追
加
サ
ー
ビ
ス
や
参
列

者
の
人
数
に
よ
り
費
用
が
変
動

す
る
場
合
も
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　
契
約
の
際
は
、
見
積
書
の
内

容
を
複
数
人
で
よ
く
確
認
し
、

料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
項
目
は

何
か
を
十
分
把
握
し
、
含
ま
れ

な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
料
金

表
を
求
め
る
な
ど
し
て
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
21

－

５
７
１
７　

22

－

５
０
１
４
）
予算額 1,076 万 8 千円

（うち県補助 560 万 5 千円）

教えて

相
談
員
さ
ん

葬
儀
料
金
の

ト
ラ
ブ
ル

シ
リ
ー
ズ
人
権

人
権
政
策
課
（
☎
21

－

５
５
４
６　

22

－

３
４
５
４
）

人
ひ
と
り
が 

輝
く
た
め
に

　
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
法

務
省
が
昭
和
57
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
事
業
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
、
花
の
苗
を
協
力
し
て
育

て
る
こ
と
で
生
命
の
尊
さ
を
実

感
し
、
そ
の
中
で
豊
か
な
心
を

育
み
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の

心
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
伊
勢
市
を
含

む
近
隣
市
町
で
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
は
五
十
鈴
中
学
校

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
初
夏
は
、
サ
ル
ビ
ア
や
日
々

草
を
き
れ
い
に
咲
か
せ
、
秋
に

は
パ
ン
ジ
ー
や
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル

な
ど
を
植
え
ま
し
た
。そ
し
て
、

育
て
た
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
、

近
隣
地
区
の
小
学
校
や
こ
ど
も

園
、
福
祉
施
設
に
届
け
る
な
ど

の
交
流
を
通
じ
て
、
心
と
心
の

絆
を
深
め
、
互
い
に
尊
重
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　
ま
た
、
12
月
１
日
に
は
、
同

中
学
校
の
１
年
生
１
１
０
人
を

対
象
に
「
人
権
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
市
内
や
近
隣
市
町

で
活
躍
す
る
人
権
擁
護
委
員
の

人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
活
動

人
権
尊
重
で
心
豊
か
に

�

「
人
権
の
花
」運
動

内
容
や
人
権
尊
重
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
人
権
作
文
を
基
に

映
像
化
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品

「
リ
ス
ペ
ク
ト
・
ア
ザ
ー
ス
」

を
視
聴
し
ま
し
た
。

　
「
他
の
人
の
個
性
を
尊
重
し

合
う
こ
と
で
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
築
こ
う
」
と
い
う
人
権
尊

重
の
基
本
が
テ
ー
マ
で
、
こ
れ

か
ら
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と

刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

ま
す
。

四郷小学校へ花を贈呈

人権擁護委員による人権教室の様子

地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業

〔
予
算
額
〕
10
万
円
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■
ご
み
の
内
訳
調
査
の
結
果
か
ら

　
毎
日
の
暮
ら
し
を
快
適
に
す

る
た
め
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま

な
物
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
し
た
後
に
発
生
す
る
ご
み

の
量
が
多
い
ほ
ど
、
環
境
に
与

え
る
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
処
理
に
か
か
る
費
用
も

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
処
理
費
用
を

削
減
す
る
た
め
、
燃
え
る
ご
み

の
増
加
の
原
因
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
収
集
し
た
ご
み

の
内
訳
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
左
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
物
に
、

資
源
物
（
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
な
ど
）
が
約
35

％
も
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
、

燃
え
る
ご
み
の
増
加
の
一
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
資
源
物
を
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
す
こ
と
は
、
資
源
の
有
効

利
用
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、

ご
み
の
処
理
費
用
が
増
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
資
源
物
の

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、生
ご
み
の
中
に
、未
利

用
食
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
無
駄
な
買
い
物
を
な
く

し
、
家
計
や
地
球
に
優
し
い
ご

み
の
減
量
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■「
食
品
ロ
ス
」を
な
く
そ
う
！

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

の
こ
と
で
す
。
食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る
た
め
、
家
庭
で
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
食
品
を
「
必
要
な
量
だ

け
購
入
」
し
て
「
食
べ
切
る
」

こ
と
で
す
。

買
い
物
を
す
る
と
き

・ 

事
前
に
冷
蔵
庫
内
に
あ
る
食

品
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

�

メ
モ
書
き
や
携
帯
電
話
な
ど

で
撮
影
し
た
画
像
が
有
効
で

す
。

・�

必
要
な
食
品
を
こ
ま
め
に
買
う

　

�

食
品
ロ
ス
が
多
い
の
は
野
菜

な
ど
の
生
鮮
食
品
で
す
。
必

要
以
上
に
買
っ
た
物
は
、
冷

凍
保
存
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

手
前
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
食

品
を
選
ぶ

　

�

利
用
予
定
に
合
わ
せ
て
消
費

期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

調
理
を
す
る
と
き

・�

残
っ
て
い
る
食
品
か
ら
使
う

　

�「
い
つ
か
食
べ
る
」
食
品
は
、

食
品
ロ
ス
予
備
軍
で
す
。

・�

野
菜
や
果
物
の
皮
は
厚
む
き

し
な
い

　

�

生
ご
み
が
減
り
、
栄
養
は
増

え
ま
す
。

・�

食
品
を
上
手
に
食
べ
切
る

　

�

定
期
的
に
冷
蔵
庫
や
収
納
庫

を
整
理
す
る
日
を
決
め
ま
し

ょ
う
。

　

�（
例
：
毎
月
○
日
は
、
あ
る

物
で
お
好
み
焼
き
デ
ー
）

暮
ら
し
の
中
の
ご
み
を

減
ら
そ
う

シ
リ
ー
ズ
資
源清

掃
課
（
☎
37

－

１
４
４
３　

37

－

０
１
８
９
）

めざせ！
ご
み
ゼ
ロのま

ち
生ごみ
31.4％
生ごみ
31.4％

紙類
20.1％
紙類
20.1％布類  6.4％布類  6.4％

ペットボトル
0.4％
ペットボトル
0.4％

その他
燃えるごみ
32.1％

その他
燃えるごみ
32.1％

不燃ごみ  1.2％不燃ごみ  1.2％

プラスチック製容器包装
8.3％
プラスチック製容器包装
8.3％

資源物

平成 28年 ごみの内訳

広
告

※算出上の端数があるため、合計が100％に
　ならないことがあります。

参
考
：
消
費
者
庁
啓
発
チ
ラ
シ

　
　

��「
今
日
か
ら
実
践
！
食
品
ロ
ス
削
減
」
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伊勢音頭雛が踊ります

●「おひなさまめぐり in 二見」開催期間中の賓日館の催し物
催し物 とき 料金

子ども打掛・狩
かりぎぬ

衣着用体験 毎日、9:00 ～ 16:00 無料

お抹茶席 毎週土・日曜日、10:00 ～ 15:00
※ 2 月 19 日㈰は除く。 300 円

今一色小学校華道部 
子ども花展

2 月 17 日㈮～ 19 日㈰ ､ 
9:00 ～ 17:00 無料

フルート and マジックと 
ファミリーコンサート 2 月 18 日㈯、11:00 ～・13:30 ～ 無料

畳縁
べり

のおひなさまづくり 2 月 18 日㈯・19 日㈰､
10:00 ～ 15:00 300 円

木工ワークショップ 2 月 19 日㈰､ 10:00 ～ 15:00 300 円～

出張カフェ 2 月 19 日㈰、9:00 ～ 15:00 無料

ししかばぶ人形劇 2 月 19 日㈰、 10:00 ～ 無料

伊勢音頭 2 月 19 日㈰､ 13:00 ～ 14:30 無料

十二単の着用体験 ※予約優先。2 月 25 日㈯､ 10:00 ～ 15:00 2,000 円

大形弘マジックショー 2 月 26 日㈰、
11:00 ～ 11:30・13:00 ～ 13:30 無料

ピアノとカホンによる
音楽の贈り物 3 月 4 日㈯､ 13:00 ～ 無料

古市歌舞伎 3 月 5 日㈰､ 11:45 ～ 12:00・13:30 ～ 13:45 無料
※別途入館料が必要です。　※都合により内容などを変更することがあります。

賓
日
館
と
は

　
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
れ
る
皇

族
の
休
憩
・
宿
泊
施
設
と
し
て

明
治
20
年
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

国
指
定
重
要
文
化
財
で
も
あ
る

賓
日
館
は
、
日
本
の
伝
統
建
築

の
粋
を
感
じ
ら
れ
る
、
伊
勢
で

も
数
少
な
い
場
所
で
す
。

夫
婦
の
町・二
見
の
風
物
詩

　
そ
ん
な
賓
日
館
が
メ
イ
ン
会

場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
「
お

ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
ｉ
ｎ
二
見
」

は
、今
回
で
13
回
目
を
迎
え
ま

す
。こ
の
時
季
の
二
見
の
町
は

華
や
か
で
す
。
ぜ
ひ
「
夫
婦
の

町
」で
、
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

の
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

賓
日
館
も
こ
の
時
ば
か
り
は
絢け

ん

爛ら
ん

豪
華
な
お
ひ
な
さ
ま
た
ち
に

 「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
i
n 

二
見
」の
期
間
中

 

賓
日
館
に
お
ひ
な
さ
ま
１
０
０
０
体
が
大
集
結
！

　
　
　
　
開
催
期
間
：
３
月
５
日
㈰
ま
で　

情
報
提
供
：
賓
日
館
　
山
本 

直
子
さ
ん

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

51

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）
予算額　59万７千円

彩
ら
れ
、「
ハ
レ
」
の
顔
に
変

わ
り
ま
す
。
館
内
に
は
江
戸
時

代
か
ら
最
新
の
物
ま
で
、
約
１

０
０
０
体
の
お
ひ
な
さ
ま
を
展

示
し
ま
す
。
加
え
て
市
松
人
形

や
つ
る
し
飾
り
が
並
び
ま
す
。 

　
和
室
や
床
の
間
の
な
い
住
宅

が
増
え
て
い
る
近
年
、
身
近
で

見
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
段

飾
り
。
ひ
な
道
具
な
ど
の
一
つ

一
つ
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、

ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

今
年
の
変
わ
り
雛

　
今
年
の
変
わ
り
雛
「
伊
勢
音

頭
雛
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
体

一
体
お
ひ
な
さ
ま
に
浴
衣
を
着

せ
ま
し
た
。
伊
勢
音
頭
を
、
賓

日
館
な
ら
で
は
の
形
で
盛
り
上

げ
ま
す
。

所 在 地　二見町茶屋 566 ｰ 2
開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　※おひなさまめぐり in 二見の期間中は無休。
入 館 料　大人 300 円、小・中学生・高校生 150 円
　　　　　※期間中の土・日曜日・祝日は着物での入館は無料。

賓日館　 ☎・ 43ー2003

　
週
末
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

開
催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
体
験
型
企
画
が
め

じ
ろ
押
し
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
家

族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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障
が
い
児
放
課
後
等

支
援
事
業
の
利
用
者
を
募
集

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
学
校
へ
通
う
障
が
い
児
の
一
時

預
か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
小
・
中
学
校
ま
た
は
特
別

支
援
学
校
に
通
学
し
て
お
り
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
（
日

中
一
時
支
援
事
業
の
支
給
決
定
が

あ
る
も
の
）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

利
用
日
時

放
課
後
…
月
～
金
曜
日
、
13
時
30

分
～
18
時

学
校
休
業
日
…
８
時
30
分
～
16
時

30
分

利
用
場
所　
フ
レ
ン
ズ
（
小
俣
保

健
セ
ン
タ
ー
・
２
階
）

内
容　
放
課
後
や
長
期
休
み
に
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
取
り
組

め
る
こ
と
や
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
め
る
こ
と
な
ど
を
行
い
ま
す

定
員　
１
日
に
つ
き
10
人

申
し
込
み　
電
話
連
絡
の
上
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
（
日

中
一
時
支
援
事
業
の
支
給
決
定
が

あ
る
も
の
）
・
印
鑑
を
持
参
し
、

次
の
申
込
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
運

営
母
体
）　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

き
わ
会　
藍
ち
ゃ
ん
の
家
（
常
磐

２
丁
目
10 

ー
12
、
☎
20
ー
５
１
５

５
、

 

20
ー
５
１
６
５
）

※ 

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
利
用
し

　

 

た
い
場
合
は
２
月
28
日
㈫
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

障
が
い
の
程
度
と
利
用
時
間
に

応
じ
て
、
利
用
者
負
担
金
が
か

か
り
ま
す
。

※ 

く
じ
ら
キ
ッ
ズ
利
用
者
の
募
集

は
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
・

 

20
ー

８
４
５
５
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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時 とき　所 ところ　対 対象　　内 内容
定 定員　料 料金　　申 申し込み

4月15日号＝   2月28日㈫
5月   1日号＝   3月15日㈬

掲載申し込み
締め切り

伊勢地区医師会 糖尿病市民公開講座
正しい知識で、減らそう糖尿病・怖い合併症
一般社団法人 伊勢地区医師会

（☎ 28ー2476　  23ー6485）
時 3 月 5 日㈰、12:30 ～ 16:30　所 いせトピア　
内 ◦12:30～14:00　イベントコーナー（血糖値測定、
血圧測定、フットケア、無料相談、糖尿病食）
◦14:00 ～ 16:30〔第１部〕「糖尿病は魔物 ～合併症 
気づいたときは すすんでる～」（村田和也さん：伊勢

赤十字病院 糖尿病・代謝内科医師）、「心臓循環器医か
らみた糖尿病 ～実は一番恐れています～」（世古哲哉
さん：伊勢赤十字病院 循環器内科医師）、「口は？の入
り口」（前村学さん：マナブ歯科医院 院長）、～ストレッ
チタイム～楽しく体を動かそう（北口尚代さん：市健
康課 健康運動指導士）　〔第２部〕ようこそ「糖尿病劇
場」へ ～これって、糖尿病の合併症？～（チーム おも
てな市 伊勢）、本日の集計と検査所見の見かた（藤本
昌雄さん：伊勢地区医師会 理事）　申 不要

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント
情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

司法書士による登記無料相談会
三重県司法書士会 伊勢支部・岩井さん

（☎ 27ー2488　  27ー2328）
時 2 月 19 日㈰、10:00 ～ 15:00　 所 福祉健康セ
ンター　内 相続・贈与・売買などの登記、遺言・遺
産分割、民事調停手続き、金銭、自己破産、成年後見・
高齢者の財産管理などの相談　申 不要

二見まちづくりの会講演会
二見まちづくりの会事務局（☎ 65ー 6654　  65ー 6672 ※電
話での問い合わせは、月・水・金曜日、9:00 ～ 16:00 のみ対応可。）
時 2 月 26 日㈰、13:00 ～ 15:00　所 二見公民館・
大ホール　内 講演「南極越冬よもやま話」（五味貞介
さん：南極観測隊〔第 13 次・21 次隊員〕）　申 不要

早春の歌とギター
伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん

（☎ 090ー5618ー4463）
時 2 月 26 日㈰、14:00 ～ 15:30　 所 福祉健康セ
ンター・1 階日常生活訓練室　内 クラシックギター
と歌の演奏会（災害復興支援）です。早春賦、春が
来た、童

わらびがみ

神、黒いオルフェなどを聴いていただきま
す。　定 20 人　料 前売り 700 円（当日 800 円）
申 不要

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

情
報
コ
ー
ナ
ー

募集試験・講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 

集



保
育
士（
嘱
託
職
員
）
を

募
集
中

こ
ど
も
課

（
☎
21
―
５
６
３
２ 

 

21
―
５
５
５
５
）

　
４
月
か
ら
市
内
の
公
立
保
育
所

で
の
就
労
を
希
望
す
る
保
育
士（
嘱

託
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
登
録
を
し
て
い
る
人
や
指

定
保
育
士
養
成
施
設
を
卒
業
見
込

み
の
人
で
、
保
育
士
と
し
て
就
労

を
希
望
す
る
人
は
、
伊
勢
公
共
職

業
安
定
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※ 

私
立
保
育
所
の
保
育
士
募
集
に

つ
い
て
は
、
各
保
育
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課

（
☎
21
―
５
５
２
６ 

 

21
―
５
７
０
０
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

利
用
車
両　
軽
自
動
車
、
小
型
自

動
車
、
普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ

広
報
い
せ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

広
告
掲
載
事
業
者
を
募
集

広
報
広
聴
課

（
☎
21
―
５
５
１
５ 

 

22
―
９
６
９
９
）

　
「
広
報
い
せ
」
と
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載
す
る
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
い
せ

掲
載
号　
４
月
15
日
号
～
平
成
30

年
４
月
１
日
号
の
各
月
１
日
号（
新

春
合
併
号
を
含
む
）・
15
日
号（
１

月
15
日
号
を
除
く
）

掲
載
位
置　
市
が
指
定
す
る
場
所

広
告
の
大
き
さ　
①
縦
45
㎜
×
横

88
㎜
、
②
縦
１
０
０
㎜
×
横
40㎜
、

③
縦
45
㎜
×
横
１
８
０
㎜
、
④
縦

２
０
５
㎜
×
横
40
㎜

広
告
料　
①
②
１
万
円
、
③
④
２

万
円
（
い
ず
れ
も
１
号
に
つ
き
）

申
込
期
限　
１
日
号
…
発
行
日
の

前
々
月
の
15
日
、
15
日
号
…
発
行

日
の
前
々
月
の
末
日
（
閉
庁
日
の

場
合
は
、
そ
の
直
前
の
開
庁
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

掲
載
位
置　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
上
お
よ
び
下

部
（
ラ
ン
ダ
ム
に
表
示
）

広
告
の
大
き
さ　
縦
50
ピ
ク
セ
ル

×
横
１
４
０
ピ
ク
セ
ル

広
告
料　
１
カ
月
に
つ
き
１
万
５

０
０
０
円
（
３
カ
月
以
上
連
続
掲

載
の
場
合
は
１
万
２
０
０
０
円
／

月
、
６
カ
月
以
上
連
続
掲
載
の
場

合
は
１
万
円
／
月
）

募
集
数　
12
枠
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈫

※ 

掲
載
枠
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

　

 

申
込
期
限
後
も
随
時
募
集
を
し

ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
田
奉
行
所
記
念
館
特
別
展

近
世 

大
湊
造
船
業
の
展
開

山
田
奉
行
所
記
念
館

（
☎･

 

36
―
８
８
３
３
）

　
古
く
か
ら
神
宮
の
外
港
と
し
て

発
展
し
た
大
湊
は
、
安
土
桃
山
・

江
戸
時
代
に
は
、
全
国
・
太
平
洋

岸
を
代
表
す
る
造
船
地
で
も
あ
り

ま
し
た
。
山
田
奉
行
所
が
大
湊
か

ら
２
㎞
ほ
ど
の
現
在
地
に
立
地
し

た
の
も
、
そ
の
こ
と
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
別
展
で
は
、
当
時
の
大

湊
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
２
月
25
日
㈯
～
４
月
９
日

㈰
、
９
時
～
16
時
（
火
曜
日
は
休

館
）

と
こ
ろ　
山
田
奉
行
所
記
念
館

展
示
物　
日
本
丸
（
模
型
）
な
ど

の
パ
ネ
ル
や
関
連
図
、
山
田
奉
行

御
座
船・虎
丸
の
模
型
や
外
観
図
、

江
戸
時
代
の
造
船
工
程
の
イ
ラ
ス

ト
、
船
大
工
の
道
具
な
ど

せ
ん
ぐ
う
館
見
学･

旧
豊

宮
崎
文
庫
の
史
跡
見
学
会

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
７
８
８
４ 

 

23
―
８
６
４
１
）

と
き　
３
月
25
日
㈯
、
９
時
20
分

～
11
時

と
こ
ろ　
式
年
遷
宮
記
念
せ
ん
ぐ

う
館
、
国
史
跡
旧
豊
宮
崎
文
庫

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
２
月
27
日
㈪
～
３
月

17
日
㈮
に
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

同
課
へ

バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

利
用
期
間　
４
月
1
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日（
24
時
間
利
用
可
能
）

募
集
台
数　
50
台
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

利
用
料
金　
月
額
８
４
７
０
円（
月

途
中
か
ら
利
用
す
る
場
合
は
日
割

り
計
算
）

申
し
込
み　
２
月
15
日
㈬
～
28
日

㈫
に
、
車
検
証
の
写
し
・
住
所
が

確
認
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
・
勤

務
先
の
在
職
証
明
書
（
市
外
在
住

者
の
み
）
を
直
接
同
課
へ

※ 

年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
使
用
料
収
入

３
３
７
万
２
２
２
０
円
（
平
成
27

年
度
）

吹上駐車場位置図

■伊勢市駅北口（近鉄側）まで徒歩約６分
■伊勢市駅南口（ＪＲ側）まで徒歩約９分
■宇治山田駅まで徒歩約７分

宇治山田駅へ

卍

JR

近鉄

吹
上
１
丁
目

吹
上
２
丁
目

駐 車 場

伊勢市駅

日本丸の模型
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催 

し 

物



情報コーナー
～
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
～

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
21
―
０
９
０
０ 

 

21
―
０
９
０
９
）

　
い
せ
ト
ピ
ア
で
は
、
毎
月
２
回

（
木
曜
日
）、就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
の
予
定

と
き　
３
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭
、

10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研

修
室

内
容　
わ
ら
べ
歌
や
歌
遊
び
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

就
職
セ
ミ
ナ
ー

（
合
同
企
業
説
明
会
）

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
25
―
５
１
５
１ 

 

28
―
４
１
８
１
）

　
平
成
30
年
３
月
に
大
学
・
短
期

大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
や
、

34
歳
程
度
ま
で
の
若
年
未
就
職
者

を
対
象
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
11
日
㈯
、
13
時
～
16

介
護
予
防
と
日
常
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

介
護
保
険
課

（
☎
21
―
５
５
６
０ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
市
で
は
「
伊
勢
市
第
８
次
老
人

福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
２
月
初
旬
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
要
介
護
認
定
（
要
介
護
１

～
５
）
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
６
０
０
０
人

回
答
期
限　
２
月
28
日
㈫

※ 
無
記
名
回
答
の
た
め
、
個
人
が

特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

予
算
額　
４
０
５
万
円

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　
自
ら
命
を
絶
つ
人
は
、
全
国
で

毎
年
２
万
５
０
０
０
人
。
三
重
県

で
は
３
５
０
人
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
27
年
は
平
成
26

年
に
比
べ
29
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
殺
者
の
性
別
は
男
性
が
女
性
の

約
２
倍
で
、
中
高
年
層
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

県
で
は
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
を
実
現

す
る
た
め
、
月
別
の
自
殺
者
数
が

最
も
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強

化
月
間
」
と
し
て
、
自
殺
対
策
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
、
身
近
な
人
が
疲
れ
て
い
る
、

元
気
が
な
い
な
ど
「
い
つ
も
と
違

う
」
こ
と
に
気
付
い
た
ら
声
を
掛

け
、
早
め
に
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
殺
予
防
・

自
死
遺
族
電
話
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話
番
号　
☎
０
５
９

ー
２
５
３
ー
７
８
２
３

相
談
日
時　
毎
週
月
曜
日
、
13
時

～
16
時

※ 

面
接
相
談
（
要
予
約
）
も
行
っ

て
い
ま
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

日
本
政
策
金
融
公
庫

（
☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

  〔
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〕）

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
学
生
１
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内

金
利　
年
１
・
81
％
（
平
成
28
年

11
月
10
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
、
同
公
庫
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
（

http://w
w

w
.

　

jfc.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所
・
５

階
大
ホ
ー
ル
・
４
階
中
ホ
ー
ル

内
容　
伊
勢
・
鳥
羽
地
域
の
企
業

約
40
社
（
予
定
）
に
よ
る
合
同
企

業
説
明
会
（
途
中
入
退
室
可
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

中
学
生
対
象

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

国
立
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

と
き　
３
月
12
日
㈰
・
26
日
㈰
・

29
日
㈬
、
９
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学

校
（
鈴
鹿
市
白
子
町
）

対
象　
中
学
生

内
容　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
電
子

回
路
、
電
子
制
御
な
ど
の
「
も
の

づ
く
り
」
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま

す定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
50
円
（
保
険
料
）

※ 

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同

　
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http:

　

//w
w

w
.suzuka-ct.ac.jp

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
５
９
―
３
６
８
―
１
７
１
７

 

０
５
９
―
３
８
７
―
０
３
３
８
）

（
☎
０
５
９
―
２
２
３
―
５
２
４
３

 

０
５
９
―
２
２
３
―
５
２
４
２
）
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
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観光振興課（☎２１-５５４２　 ２１-５５２２）～特別奉納公演～

にっぽん文楽
　多くの人たちに日本の宝である「文楽」を知ってもら
おうと始まった「にっぽん文楽」の公演。東京の浅草観
音などを回り、今回は日本文化の原点ともいえる伊勢神
宮外宮で開催します。
　みんなで楽しむ「バリアフリー文楽」をテーマに、ス
マートフォンを使った文字情報の配信やイヤホンガイド
などを導入し、バリアフリーのサポート態勢も充実しま
す。この機会に、ぜひお楽しみください。

in 伊勢神宮

と　き  3月11日㈯～14日㈫
　　　　　〔昼の部〕11日・12日・13日・14日･･･13 時～
　　　　　〔夜の部〕11日・12日･･･16 時 30 分～、13日・14日･･･18 時 30 分～
 　　　　　※開場はそれぞれ 1 時間前。

ところ  伊勢神宮 外宮特設舞台

演　目  二
に

人
に ん

三
さ ん

番
ば

叟
そ う

、義
よ し

経
つ ね

千
せ ん

本
ぼ ん

桜
ざくら

 道み ち ゆ き は つ ね の た び行初音旅

出演者  豊
と よ

竹
た け

 英
はなふさだゆう

太夫さん（太夫）、鶴
つ る

澤
さ わ

 清
せ い

介
す け

さん（三味線）、 
　　　　　桐

き り

竹
た け

 勘
かんじゅうろう

十郎さん（人形）ほか

（雨天の場合は中止）

写真提供：日本財団

公演に先立ち、３月 10 日㈮・12 時から、伊勢神宮内宮前
の「おはらい町」を通り宇治橋まで、華やかに「お練り」
を行います。出演者を代表して「太夫」の豊竹英太夫さん、
「三味線」の鶴澤清介さん、「人形」の桐竹勘十郎さんたちが、
人形と共に練り歩きます。

入場料   無 料（事前申し込みが必要）

問い合わせ先 　にっぽん文楽プロジェクト（主催：日本財団）
　　　　　　　　　☎ 03–6233–8948、 03–6233–8947


